路面電車導入による経済・環境・社会への影響

　路面電車事業単体での収支状態は前述したとおりであり、これだけではたいした経済効果は生まれないだろう。やはり期待したいのは、路面電車導入と沿線の開発、特に埼玉スタジアム周辺の開発が同時進行的に進展することである。

埼玉スタジアムは、東北自動車道の○○インターチェンジの近くに位置し、その周囲10km圏内にはさいたま市をはじめ、越谷市、川口市、草加市といった人口集中都市が存在する。1章で紹介したドイツのオーバーハウゼンの例を思い出してほしい。オーバーハウゼンの巨大ショッピングセンターのツェントロも、アウトバーンのインターチェンジから近く、その周囲には3つの市街地が存在していた。埼玉スタジアムの立地条件はツェントロの立地条件と非常に類似している。埼玉スタジアム周辺の開発と、大宮駅～埼玉スタジアム間の路面電車導入が大きな経済効果を生み出す可能性は十分にあると言えるだろう。
他に東京ドームシティが、大きな利益を上げている事などをいってみても良いのではないかと思います。
　環境面での変化としては自動車依存からの脱却、路面電車利用者の増加による、二酸化炭素排出量の減少、大気汚染の改善などが期待される。また、路面電車の導入は、大宮駅から自然が豊富な浦和東部・岩槻南部へのアクセスを向上させることによって、より多くの人々に自然と触れ合う機会を提供することであろう。生の自然を目の当たりにする機会を多く持つことで、人々の環境に対する意識はよりいっそう高まっていくのではないだろうか。
　路面電車の導入による社会面での変化としてはやはり、バリアフリーに適した超低床車両の導入によって高齢者や障害者に優しい社会の形成が期待される。このことは、更なる高齢化の進展が懸念される日本において、至上命題とも言えるのではないだろうか。

私たちの設定した路面電車の導入区間には3つの大きな病院があり、その全てが電車停留所の眼と鼻の先に位置している。超低床車は乗り降りが非常に楽なので、高齢者・障害者は路面電車を利用して病院に通うようになるはずだ。路面電車を利用する高齢者・障害者が増えると、沿線の施設も超低床車の導入に追随してバリアフリー化を図るようになり、高齢者や障害者が何不自由なく利用できる施設が増えていくことであろう。その結果、路面電車沿線地域から高齢者・障害者の人々が積極的に外出をしながら、活き活きとすごせる街が形成されていくことであろう。
全体的に想像の域を出ていないので、富山や広島の具体例を付け加えてもっと説得力を持たせていくと良いと思います。
